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日本の産業の盛衰
――産業遺跡を訪ねて――
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あった。コペンハーゲンで TICCIHの集まりをもつと云う。私は，学会とも連
絡，以下の５件を紹介することを決めた（島根県吉田村の菅谷たたら，韮山の反射
炉，富岡の製糸工場，京都の琵琶湖疎水及び記念館，九州朝倉の三連水車，「産業考古
学会会誌第７０号，７１号」，参照のこと）。
富岡製糸工場の場合，（他にもほぼそうしたと思うが）「後で文化庁や片倉製糸
などから文句が出ると困る…」と判断，片倉製糸に連絡，参上し，趣旨を述
べ，「了解をとりつけよう…とした」事がある。参上し趣旨を述べると，片倉
製糸側は，「今同じような事を，文化庁から見えたが，丁重にお断りした。し
たがって，同じくお断りする…」とのことであった。然し，学会として，「日
本の産業遺産の一つ」として紹介する位ならよいと判断，英文の簡単な説明を
加え，TICCIHのコペンハーゲンの総会の席で紹介した。（今，産業考古学会会
長の川上顕次郎先生が，「責任のある仕事ですから，通訳をつけられた方がよいです
よ」と心配してくださった事，また，TICCIHの Stuart Smith氏が「菅谷のたたら」に
ついて，応援演説をして下さった事など思い出す。）
代かわり，時うつろえば「変われば変わるもの」と思ったのは，旧年 TIC-
CIHの集まりが，日本の名古屋で開かれた時，この名古屋会場で配布された
パンフレットの一つに，「富岡製糸工場を世界遺産にしよう」―群馬県新政策
世界遺産推進室―なるビラがあった事である。
同ビラによると，富岡製糸場は，明治５年（１８７２），明治政府が，群馬県富
岡市に設置した製糸場です…すべての計画は，フランス人のポール・ブリュー
ナー（Paul Burunat）にまかされた云々とあった。
前後するが，富岡製糸工場が官営として設置された理由の一つは，「幕末か
ら明治初年にかけ，輸出品として重要な役割を果たしてきた生糸」が，急激な
輸出増加の結果，「粗製濫造」の傾向が生じ，海外で評価が落ちはじめる…と
云う傾向が生じた。新政府は，急遽，対応せざるを得ないこととなった。その
為，
①洋式の製糸機械を導入し，その指導を外国人に任せる。
②広く工女を募集し，洋式の技術を伝習させ，工女が郷里に帰っても，その技
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術を広めさせる。
そしてその場所を「富岡」と定め，仏人ブリュナー他，１０数名の仏人の来
日となった。製糸工場は，写真に示すような木骨レンガ造り（繰糸場一棟，繭置
場〈二階建〉二棟，ブリュナー館，外国人居住館，工女宿所など）である。
写真３－４ 富岡製糸工場
写真３－５ 富岡製糸工場
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２０
全国から集った工女は４０４名，その中には，士族の子女等が多かった。（何
れも，帰国後，それぞれの地域の機械製糸の普及に尽力した。）
１８９３年，三井高保に払い下げられ，民営となった。さらに，１９０２（明治３５）
年，原合名会社に，さらに１９３９年片倉製糸紡績会社に合併された。
（昭和６２年〈１９８７年〉，操業停止）
註１．パンフレット「国指定重要文化財「岩瀬家」」
同じく五箇山観光協会発行パンフレット「越中五筒山」
２．上平村「上平村立五箇山民俗館「塩硝の館」」
３．泉秀樹，―商人の街道―「硝」・１９８９年９月号「潮」
４．大江志乃夫，「日本の産業革命」岩波書店，１９６８年及び平凡社「世界大百科事
典」
４．日本の金属鉱山跡
（１）鉱山技術の宿命
日本は，古来から，金，銀，銅などの「産出国」として著名であった。マル
コポーロは，１３世紀末，「東方見聞録」で日本を黄金の国と紹介した事が，
「大航海時代の始まり」になったとも云われる。
大学で鉄治学を専攻し，技術史を「製鉄技術史」を中心に勉強してきた筆者
から「非鉄金属史」を調べはじめると，かなり「異なっている」事に気付く。
その理由の一つは，「鉄については（砂鉄を除き）資源を持たない国」であった
のが，金，銀，銅など非鉄金属については，「資源のある国，持てる国」にか
わっている事である。こうした事から，（若干とまどいながら）「日本の鉱山遺
跡」について書いている。
以下「鉱山技術の宿命」について記す。
① 地下に「埋没」している。
金だけは，古代から「砂金」として発見されていたが，一般に金属鉱物資源
は，鉱石として，他元素と化合した形で「地下に賦存する」。したがって，ど
のようにしてこの鉱床（採掘するに値するだけ，金属を含む鉱石が地下に賦存する所
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を鉱床という）を発見するか，「探査技術」が重要である。
佐藤信淵が「山相秘録」註１をかいたのは，文政１０（１８２７）年であった。「探
査」についてのべている所は少なく，七金（金，銀，銅，鉄，鉛，錫，水銀）に
ついて主に「採鉱と製錬」についてのべている。
山相については「遠見の法」と「中夜望気の法」についてのべている。「中
夜望気の法」については，「…諸金により蒸発する精気を望見して金なるか，
銀なるか，或いは銅・錫なるか規定むべし。…これを中夜望気の法と名づく」
と，「どう云う科学的処点から云っているのか…」疑問に思わざるを得ない。
② 採掘技術
家康は，大久保長安に命じ，「伊豆の金山」を開発させた。また佐渡で金山
が発見されると，幕府はそれを直ちに「幕府の直営」とし，長安に開発に当た
らせた（慶長６〈１６０１〉年）。家康は，「山令５３ケ条」を出し，山師に特権を与
え，「主人殺し，親殺し以外は，不問」とした。慶長１５（１６１０）年足尾銅山発
見，生保４（１６４７）年，「直営」とした。
地下にある鉱石を地上に掘り出すのに，「採掘技術」が必要である。日本で
は，鎚，鑽，玄翁など「鉄素材」を使った。村上安正氏は「江戸時代の鉱山開
発」註２（国立科学博物館刊）の中で次のような仮説を出されている。元禄期の銅
山稼ぎ２０万人の７割が堀大工とすると（大工鎚２，鑽１５本，玄翁０．５を大工の基
本装備とすると）それだけで，７，３５０トンの鉄を装備している事になる。鉄鋼の
一大消費地が，「鉱山」であった。
③ 湧水の壁
一般に鉱山で地下深く掘り進むに従って，当面したのは「湧水の壁」であっ
た。（これは，次に述べる石炭鉱山の場合も同じであった。）日本では，湧水に対し
て「人力」で立ち向かった。一般的には手桶で，深くなると「水上輪」もつか
われた。深部になり，水量が多くなると，何列にも並んで，地上に順番にくみ
上げていった。又坑外の「より低い所」に排水できる所では，「疎水坑道」を
１２６ 専修経営研究年報
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ほり，排水する事もあった。
欧米では，（はじめは，石炭鉱山からはじまったが）蒸気原動機による排水がは
じまった。（日本に伝わってくるのは明治維新以降）
一般に，「排水にかかる費用」が多くなり，経済的にひき合わなくなると放
棄せざるを得ないので，幕末には，全山「蜂の巣」のように穴だらけで放棄さ
れる山が多かった。
多くの鉱山で「水替人足」の確保に苦労しているが，江戸幕府は，その為
「無宿人」や「軽微の犯罪」をおかしたものをとらえ，「佐渡」におくった。麓
三郎氏は，その著「佐渡金銀山史話」の中で，「無宿者が銀山に到着した光景
を目撃した人の記録」として次のように記している。
「…海岸並木通りを，何十と云う唐丸籠が列をなして駈けて行く様は誠に見
とうまる
写真４－１ 江戸から罪人をおくってきた唐鶏かご
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事であった。…やがて相川の水替人足小屋につくと，小屋の親方が，ギラギラ
光る物凄い大鉈を大上段に引っ被って，エーイと一声，気合諸共籠のてっぺん
を切り割った。…皆顔を真っ青にしたものである。」註５（上掲書 P.２６１）
④ 鉱山町の形成
鉱山にはすべての技術があつまっている。（よく「鉱山なくして，技術なし」と
いわれるが，その逆も真である。）又技術だけでなく，鉱山にかかわるすべての人
達が居住しており，いわゆる「鉱山町」を形成していった。佐渡相川では人口
１０万人に達していた。「秋田院内銀山でも，１７世紀はじめ，山小屋１，０００軒，
下町１，０００軒」の都市が形成されていった。
鉱山業の宿命として，「鉱石を掘りつくす」と，新しい鉱床を求めて，「移
写真４－２ 佐渡鉱山の水上輪（回転させる）
１２８ 専修経営研究年報
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動」する。かつて繁栄した鉱山町も，衰退して行かざるを得ない。後には，
「廃鉱跡」の他に，かつて鉱山町に居住していた人達を祭った墓地（中には無宿
人をまつった墓），苔むした「神社」の石垣，劇場や歓楽街の跡等が残される。
（２）明治維新前の「日本鉱山技術」
①「砂金」の時代（佐渡を例に）
金は，他の元素と化合せず，単体として「砂金」として，河中の砂の中から
採取される。川砂の中から，「金」を採取する「椀がけ法」なる方法がある
が，これは他の砂や岩石などより，「金」の比重が大であり，「椀」で川砂をゆ
すり，軽い砂，小石などを流し去り，重い砂金を採取する方法である。
この「金」の性質を利用して，「金山」を発見する「転石法」なる方法があ
写真４－３ 佐渡鉱山展示「石臼」
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る。これは，砂金を産出する河川を，漸次川下から川上に探って行き，最後に
「金山」を発見すると云う方法である。
金は，他の元素と化合しない為，微細な金として，鉱石中に存在する場合が
ある。こうした場合は，「この金を含む鉱石」を細かく砕き，粉末とする。こ
の粉末状の鉱石の中にも，「微細な金」は存在する。これを「碗がけ」の原理
で（比重の差を利用して）金を採取する。
上の写真は，佐渡鉱山で展示されている石臼（その背後に水替人足をつれてき
た唐丸籠がうつっている）である。
② 精錬の時代はじまる
―石見銀山と灰吹法の登場―
石見銀山は，１４世紀初めには，既に発見されていた。戦国時代には，大
内，小笠原，尼子，毛利など四氏の争奪の的となっていたが，大内氏の所有と
なり，１５２６年（大永６）から１５３３年（天文２）まで，自然銀を産出していた。
日本ではじめて「灰吹法」が行われ註６，自然銀だけでなく，鉱石に含まれる
銀（普通，金や銅とともに産出する）をも，採取できるようになった事の「日本
鉱山冶金技術史」上の意味は大きい。
これは，天文２（１５３３）年，博多の貿易業者神谷寿禎が，宗丹，桂寿とよぶ
２名により，銀精錬に成功したのにはじまる。これは，銀鉱に鉛を加えて，吹
溶し，貴鉛をつくり，「灰吹法」により鉛を灰に吸収させ，銀を析出する方法
である。（朝鮮から伝習したものらしいと云われる。）この方法は，天文１１年，生
野銀山が発見されたのだが，生野でもこの方法で銀を産出した…といわれる。
この大森銀山は，世界の銀生産の約１／３を産出したという。世界の鉱山史
上，名を残す程大きな役割をした鉱山である。（私見だが「世界遺産」に値する）
今では，「重要伝統的建造物群」の「大森の町並」としても有名である。こ
れは，大森銀山が，江戸時代，幕府直轄の地であったこと，約４万８０００石，
約１５０ヶ村の「中心の町」であったこと，二代奉行竹村道清のとき，銀山町か
ら，大森町に代官所を移し，その周辺を，同心など武家屋敷や，商家，郷宿な
１３０ 専修経営研究年報
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どに配し，「町割り」を行ったこと…等によっている。
１８９０年（明治２３），大阪藤田組の手にうつったが，その後衰退し，大正１５
（１９２６）年，「閉山」した。
写真４－４ 石見銀山「資料館」
写真４－５ 石見銀山「資料館」
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２７
